
OPEN UP THE FUTURE 

ALWAYS WE ARE THE FORFRONT OF CHANGE 

杉戸町の歴史を長年みてきた数本のヒマラヤスギを切らないで建物を施工できない

か、8月9日に杉戸町市街地整備推進室に要望書提出しました。役場も何度か説明会

を開催していますが、住民への情報浸透不足がら疑義が発生しているようです。説

明会の在り方、発信の仕方も今後の検討課題でないでしょうか。 

  

旧杉戸小学校跡地に整備について 

 くりはら たけのり通信 No1 
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木同士で支えあってると

いう考えもあります 
川から見える景色です 



様々な声を頂き、議員でなくとも行動し

ていきます。また長年役場と仕事をして

きた経験を活かしこの立場だから出来る

ことを行います。どうぞ気軽にお声がけ

ください。 

市街化推進室より回答を頂きました↓↓↓↓ 

本件の背景としては以下の課題があり現在の計画に至っております。実害として、ヒマラ

ヤスギはマツ科の植物であり、年に数回、毛虫が大量発生することがあります。また、こ

れまでシラサギの巣が作られ糞害の被害も発生しておりました。ヒマラヤスギは針葉樹

であり、針のような葉が落ち、頭に落ちてきた時や寝転んだりして遊ぶ時には体に刺さ

ります。計画にあたりヒマラヤスギはないほうが良いとのご意見をいただいておりまし

た。しかし、説明会等で木の伐採についてのご要望にある声をいただき、１本は残すこと

で計画しております。１本のヒマラヤスギを残すだけでも倒木しないようまた害虫等が発

生しないよう適切な剪定や消毒などの維持管理が必要となります。当室としては、この

施設により多くの子どもやお年寄りが訪れ、遊び、愛着を持ってもらえるような施設管

理・運営に努めてまいります。これらの状況を丁寧にご説明し、ご理解を得られるよう努

めてまいりますので、ご協力賜りますようよろしくお願いいたします。 

  発行：杉戸笑福の会 事務局〒345-0025埼玉県北葛飾郡杉戸町清地5-1-27 TEL 0８0-３１２１-０１６４ ２０２２．０８ 

プロフィール  

栗原偉憲（くりはらたけのり）1964年11月17日（生年月日）（株）栗原建設工業 代表取締役（職業） 

古利根川流灯まつり実行委員長（2008年～）（経歴） 


